
2025 年度事業報告書  

特定非営利活動法人 ASOVIVA  

Ⅰ  事業期間  

2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日  

Ⅱ  事業の成果  

 設立 7 年目を迎えた本年度は、「自分を生きる 社会を生きる」という理念のもと、安定的な運営体制の構築と、地

域に開かれた「生きた学びの場」の拡充に注力した 。  

  最大の成果は、新規事業「コミュニティガーデン」プロジェクトの始動である 。地域の畑を活用した農業体験や食

育活動を通じ、多世代が交流する新たな学びの土壌を創出した 。前年度からの課題であった運営基盤について

は、収益構造の多角化には至らなかったものの、徹底した経費の見直しを断行した。特に人件費や車両維持費の

圧縮に成功し、財務状況の健全化に向けた大きな進展が得られた。  

  

Ⅲ  事業計画方針  

  

（１）運営基盤の強化  

  １）収入の多様化と安定化  

  ・ メンバー数の増加と定着の進展   

  2025 年度は、前年度より継続している「新規入会の維持・定着」への取り組みがさらに結実し、運営基盤の安定

において顕著な実績を上げることができた。  

  実績の比較： 2024 年度は新規見学者 26 名に対し入学率 23.1%（6 名入会）であったが、2025 年度は新規見学

者 20 名に対し入学率 40.0%（8 名入学）。  

  分析と成果： 前年度と比較して入学率が約 17 ポイント大幅に上昇しており、個別の丁寧な相談対応や、活動内

容の理解促進に向けた情報発信が、より確実にターゲット層へ届いていると言える。休退会等による変動は依

然として存在するものの、新規入学者の着実な確保により、メンバー数は前年度を上回る実績を維持している。  

  ・ 広報・啓発活動による社会的信頼の獲得   

  一般視察については数件に留まったが、同業のスクール運営者や不登校の親子をサポートする専門職など、

質の高い交流が行われ、支援ネットワークの深化に繋がった。  

  講演活動については、 年間 15 回に及ぶ講演・メディア出演を実施。NHK ラジオでの全国放送をはじめ、ネット

ラジオ、大学・高校などの教育機関、人権教育関連、民生委員、不登校支援団体など、多岐にわたる場に登壇し

た。  

  当事者としての経験やスクールの実践知を広く共有したことで、法人の社会的信頼を確立することができた。 

この成果を次年度の認知拡大や更なる連携強化へ繋げていく。  

  ・マンスリーサポーターキャンペーンの実施と寄付基盤の拡充   

  前年度に課題として挙げられていた寄付基盤の強化を目的に、SNS を中心とした「マンスリーサポーターキャ

ンペーン」を本格的に実施した。キャンペーンを通じて新たに 15 名のサポーターを獲得し、継続寄付の合計額

は月額約 16 万円に達した。また、キャンペーン期間に合わせて単発の寄付も増加しており、SNS 等による積

極的な情報発信が、直接的な資金調達だけでなく、団体の活動を支えるファン層の拡大に寄与した。  



  ・新規収益事業の継続検討  

  「親子関係・自己受容」等をテーマとした有料コンテンツの販売については、本年度中の開始には至らなかっ

た。次年度以降の収益多角化に向けた重点課題として、引き続き計画を進める。  

  

  ２）運営コストの 適化（実績）  

  ・経費の抜本的見直しと削減   

   財務基盤の健全化を目的として、運営コストの精査を実施した。特に人件費の適正化および車両維持費等の

固定費削減を重点的に行い、支出の圧縮に成功した。これにより、より効率的で安定した 事業運営体制を構築

することができた。  

  ３）労働環境の整備  

  ・人員配置の柔軟化と教育環境の充実  

   アルバイトスタッフおよびボランティアスタッフの増員に注力した。これにより、状況に応じた柔軟な人員配置が

可能となっただけでなく、子どもたちが多様な背景や価値観を持つ大人と日常的に関わる機会が創出され、スク

ールの教育環境をより豊かなものにすることができた。  

  

  ・業務負担の適正化   

   スタッフ一人ひとりの業務負担を可視化し、役割の再分担を適宜実施することで、組織運営の効率化と持続可

能性を高めた。  

   

  ・社会保険導入に向けた準備  

   社会保険の導入に向けた積立を継続した。次年度（2026 年度）中の実現を目標に、財務面および運用面の双

方において着実な準備を整えることができた。  

     

  ４）安全対策の整備  

  ・「災害・緊急時マニュアル」を完成させ、子どもたちと共に避難訓練を実施。  

  

（２） デモクラティックスクール事業  

  １）「ASOVIVA!」の運営  

  ・子ども主体の探究学習と対話   

  「子どもの興味関心からはじまる探究的な学び」を中心に据え、日常的なミーティングを通じた対話と協働の運

営を継続した。子どもたちが自ら活動を企画し、実行するプロセスをスタッフが伴走支援することで、主体性と自

己決定感を育む環境を維持した。  

  ・入学相談フローの強化と定着   

  見学・体験時の個別相談および導線整備を強化した。保護者と本人の不安に寄り添う丁寧なステップを構築し

た結果、入学率の向上（目標 30％以上）に向けた確かな手応えを得ることができた。   



・新たな学びの展開  

  今年度の特筆すべき成果として、子どもたちが自らの「やりたい」を実現するために、宿泊旅行の企画実施を通

して、経済的な課題解決から実行までを完遂したプロセスが挙げられる。  

  ①経済的自立と課題解決の実践（VIVA まつり）  

   子どもたちは、自分たちが希望する宿泊旅行の費用を捻出するため、子ども主催のマルシェ「VIVA まつり」を

企画・開催した。日々の活動費の積み立てに加え、自ら制作した商品の販売やサービスの提供による売上を計

上し、目標金額を達成。このプロセスを通じて、単なる消費の主体ではなく、価値を創造し対価を得るという社会

的な経済活動を身をもって体験した。  

  ②徹底した合意形成による旅行の設計（淡路島一泊旅行）  

   目標額の達成を受けて実現した淡路島への一泊旅行では、旅行先や宿泊先の選定、活動内容、さらには自炊

の献立に至るまで、すべて子どもたちの話し合いによって決定された。異なる意見を調整し、全員が納得できる

着地点を見出す「合意形成」のプロセスは、民主的なコミュニティ運営の縮図であり、対話を通じた深い学びの場

となった。  

  ③主体性の連鎖と次年度への意欲   

  自分たちの手でゼロから作り上げた二日間の充実感は、子どもたちの大きな自信へとつながっている。この成

功体験は「次年度も継続したい」という強い内発的動機を生み、早くも次回の「VIVA まつり」に向けた改善点や新

企画の議論が始まっている。  

  ２）野外活動とコミュニティガーデンの活用（環境の拡充）  

  ・「びぱっぱ」における季節活動   

  春から初夏にかけては、竹林整備や自然体験を中心とした「びぱっぱ」での活動を実施し、ボランティアと共に

整備・運営を行った。  

  ・畑活動への移行と多目的利用の実現  

  年度中盤からは、新たに始動した「コミュニティガーデン（地域の畑）」へ活動の軸足を移した。  

  子どもたちが農業体験や食育活動に参加するだけでなく、畑の空きスペースを第二の運動場として活用。校舎

の庭だけでは不足していた「思い切り走り回り、体を動かす遊びや運動」の場を確保することができた。これによ

り、子どもたちの体力向上やストレス発散、多様な遊びの展開など、教育 環境の物理的な課題を補完する大き

な成果が得られた。  

 

  ３）情報発信  

 

  ・多角的なメディア活用   

  SNS やメールマガジンでの発信、スクールの日常や教育理念を戦略的に発信した。特にコラムの定  

  期更新は、不登校や多様な学びに関心を持つ層への認知拡大に寄与した。  



  ・透明性の高い情報公開  

   ブログや SNS を通じて活動の様子を可視化することで、入学を検討する家庭だけでなく、寄付者や  

   地域住民に対しても活動への理解と信頼を深める一助となった。  

 

（３）デモクラティック生涯学習支援事業  

１）コミュニティガーデンプロジェクトの開始  

 

  地域住民、保護者、子どもが協働で畑を整備し、栽培から収穫、調理までを行う一連のプロセスを通じて、自然

とのつながりや食への感謝を育む活動を開始した 。  

２）「おとな部」「おやカフェ」  

 

不定期での開催を継続。ワークショップや体験型講座を通じ、大人が自分自身を見つめ直し、学び合う場を提供

した 。  

３）セミナー・個別伴走支援  

 

本年度は、これまでの活動を通じて蓄積された具体的な実践知を整理・体系化することに注力した。  初予定し

ていた有料セミナーの開催およびコンテンツ販売には至らなかったものの、不登校や子育て  に悩む家庭へ向

けた「実践をまとめた有料コンテンツ」の制作を現在進行しており、次年度中の販売  開始を目指している。 

  

（４）その他事業 

       １）くつろぎ自由研究室  

  ・多世代交流と地域活性化の検証  

  人口減少と高齢化が進む農村地域におけるコミュニティ拠点の可能性を探るべく、外部機関との連携を強化し

た。本年度は大学生が卒業論文のテーマとして「カフェを通じた地域交流」の研究に取り組み、その実践の一環

として月 1 回のヨガ教室を開催。地域住民が継続的に参加する新たな習慣が生まれ、多世代が顔を合わせる機

会を創出した。  

 

  ・子ども・若者の実践と居場所としての機能   

  子どもたちが主体となって運営する「子ども店長のスコーン屋」営業や、レンタルスペースとしての活用を実施し

た。また、数回実施した夜間営業（夜カフェ・バル）では、現役メンバーだけでなく卒業生も多く集い、信頼できる

大人や仲間と対話できる貴重な「サードプレイス」として機能した。参加者からは継続開催を望む声が多く寄せら

れており、心理的な安全性の高いコミュニティ拠点としての価値が再確認された。  

  ・地域課題への対応と次年度の展望  

  地域活性化の拠点として一定の手応えを得た一方で、過疎地域における持続可能な運営には依然として課題

も多い。本年度の試行錯誤を踏まえ、次年度は利用者のさらなる増加に向けた施策を講じるとともに、安定した

運営を目指して営業日数の拡大に取り組んでいく。  

 



Ⅳ  事業の実施に関する事項   

（1） 特定非営利活動に係る事業  

 事 業 名  

(定款に記載した事業)  

具体的な事業内容  (A)当該事業の  

実施日時  

(B)当該事業の実

施場所  

(C)従事者の人数  

(D)受益対象者  

(E)人数  

事業費の金額 

（概算）  

（単位：千 円）  

(1)デモクラティックスク

ール事業  

学校の代替となる学びの

場。子どもが主体的に参 

(A) 通年  

(B) 南河内郡河 

(D)町内及び近隣 

他市の 5 歳～18 歳  

  

8,341  

「デモクラティックスクー

ル ASOVIVA!」  

画し民主的に運営するコミ

ュニティースクール。  

南町寛弘寺 

756  

(C) 2 人  

(E)30 名程度    

(2)デモクラティック生涯

学習支援事業  

コミュニティーガーデン、お

とな部、おやカフェ、個別相

談等。  

(A)通年  

(B)南河内郡河南

町寛弘寺 756  

(C)2 人  

(D)子どもに関わ 

る大人  

  

(E)300 名程度  

  

1,001  

  

(3)その他事業  

くつろぎ自由研究室  

地域の人と協働で運営する

コミュニティカフェの運営。  

(A)通年  

(B)南河内郡河南 

町寛弘寺  

(C)2 人  

(D)(1)の受益者、地

域住民、他  

(E)300 名程度  

  

1,027  

  

  


